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事務事業評価 令和元年度実績あ

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 20 50 60 目標値 50 50 50

 ( H29 ～ ) 実績値 41 53 － 実績値 58 60 －

 [人] 達成率 205.0% 106.0% － [件] 達成率 116.0% 120.0% －

 目標値 3 3 3

実績値 3 3 －

[団体] 達成率 100.0% 100.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 20 10 10

6,934 10,992 実績値 23 0 －

6,408 － [件] 達成率 115.0% 0.0% －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 2 2 2 目標値 500 500 500

 ( H18 ～ R2 ) 実績値 2 2 － 実績値 801 300 －

 [回] 達成率 100.0% 100.0% － [人] 達成率 160.2% 60.0% －

 目標値 3 3 3

実績値 4 4 －

[回] 達成率 133.3% 133.3% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値

4,452 9,841 実績値

3,578 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 45 45 45 目標値 8,500 8,500 8,500

 ( H18 ～ R2 ) 実績値 44 34 － 実績値 9,471 8,700 －

 [件] 達成率 97.8% 75.6% － [人] 達成率 111.4% 102.4% －

 目標値 2 2 2

実績値 2 1 －

[回] 達成率 100.0% 50.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 12 12 12

15,043 20,501 実績値 13 13 －

13,649 － [団体] 達成率 108.3% 108.3% －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 2 2 2 目標値 50.0 50.0

 ( H18 ～ R2 ) 実績値 2 2 － 実績値 42.0 －

 [回] 達成率 100.0% 100.0% － [％] 達成率 84.0% －

 目標値 50 50 60

実績値 37 50 －

[日] 達成率 74.0% 100.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 2

4,219 2,463 実績値 2

4,072 － [回] 達成率 100.0%

Ｃ

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

1

生物多様性保全推進事業

平成 30年度

アライグマ防除講習会の受
講者数

いきものログ登録件
数自然保護推進室

　豊かな自然と生態系を次世代に引き継ぐとと
もに、生物多様性への理解促進を図るため、地
域住民や団体による自然保護活動などを支援す
る。

希少野生動植物の保全事業
の支援団体数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　特定外来生物アライグマの防除講習会等の開催により防除従事者を増やし、生
態系等の保全に取り組んだ。また、様々な種の保存活動の支援や、おおいたの重
要な自然共生地域における看板設置等により、県民が調査・発見したいきもの情
報を収集・共有する環境省のシステムである「いきものログ」の登録件数が増加
しており、生物多様性に対する県民理解が進んでいる。
　今後も引き続き、地域住民や団体の自然保護活動等を支援することにより、豊
かな自然環境の保全および生物多様性への理解促進を図る。

区分

①県北西部での広域的なアラ
　イグマ防除体制の推進
　　　　　　　 　  　4,433
②希少野生動植物等の保全活
　動を行う団体への支援
　　　　　　　　  　 1,540
③おおいたの重要な自然共生
　地域の看板の設置
　　　　　　　　　  　 683

Ａ

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

2

みんなで支える森林づくり推進事業

平成 30年度

おおいたの重要な自然共生
地域の公表数予算 9,216

決算 7,093

森づくり大会広報回数

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

3

森林づくりボランティア活動促進事業　

平成 30年度

予算 3,842

決算 3,360

県民からの企画提案件数

森との共生推進室

　県民共通の財産としての森林を県民全体で支
え守るため、森林づくりボランティア支援セン
ターを運営するとともに、ＮＰＯや企業等によ
る森林づくり活動を支援する。

ボランティア研修の開催回
数

大会参加者数

森との共生推進室

　森林環境税を活用した森林づくりを着実に進めるた
め、森林づくり活動への県民の参加を促し、外部委員
による森林環境税活用事業の検証を行うことで、森林
環境税の適正な運営・管理を確保するとともに、県民
総参加の森林づくりを推進する。

森林づくり委員会開催回数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　森づくり大会では植樹会場の制約（ミカン園跡地のため地形が急峻で道が狭
い）から、安全管理のため人数を制限し開催したため参加者数は目標を下回っ
た。
　令和２年度は、全国育樹祭関連イベントを各種開催し、参加者数の増加を図
る。

区分

①県民参加の植樹大会（豊か
　な国の森づくり大会）の開
　催
                     2,672
②森林環境税の適正な運営・
　管理（森林づくり委員会の
　開催）
　                   1,780

森林づくりボラン
ティア活動参加者数

Ｄ

Ａ

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　森林づくりボランティア支援センターを核として、県下各地の森林ボランティ
ア活動情報の収集・発信や、安全研修の実施などの活動支援を行ったことで、森
林ボランティア活動参加者数の目標は達成した。
　森林ボランティア団体の高齢化が課題となっているが、森林体験教室を行う団
体では若い世代の参加がみられることから、森林林業教育に取り組む団体を支援
することで参加者数を確保する。

区分

①県民自ら企画する森林づく
  り活動への補助
　　　　　　　　　　11,083
②森林づくりボランティア支
　援センター事業の実施
                     3,000
③地域住民等が実施する里山
　林の保全、森林資源の利活
　用への補助
                       420

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

4

おおいたの森林づくり広報推進事業

平成 30年度

ボランティア活動組織数

予算 19,696

決算 18,189

森林環境税認知度

森との共生推進室

　森林環境税の取組について、広く県民に周知するた
め、森林づくりマスコットキャラクター「もりりん」
や各種媒体を用いて、公共交通機関と連携しながら広
報することで、森林環境税への理解を深め、「県民総
参加の森林づくり」への意識醸成を図る。

「もりりん」の活動日数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　森林環境税ＰＲのため、新聞広告やホームページ、フェイスブック等で情報発
信を行った。また、別府国際観光港や西大分港のフェリーターミナルに県産材を
使用したベンチ等を設置してＰＲを行ったが、多くの県民に認知されるための効
果的な媒体での情報発信が不足していたため、認知度は目標を達成できなかっ
た。
　令和２年度は森林環境税第３期最終年度であるため、テレビ番組等を活用した
ＰＲにより、認知度の向上を図る。

公共交通機関と連携した広
報回数

区分

①公共交通機関と連携した広
　報
                     3,046
②新聞広告等を活用した広報
                       774
③森林づくりマスコットキャ
　ラクターを活用した広報
　　　　　　　　　　　 399

マスメディアでの広報回数

予算 4,965

決算 4,622
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事務事業評価 令和元年度実績あ

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 11.00 11.00 8.00 目標値 100.0 100.0 100.0

 ( H21 ～ R2 ) 実績値 4.79 5.10 － 実績値 100.0 100.0 －

 [ha] 達成率 43.5% 46.4% － [％] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 2.00 1.00 1.00

実績値 1.37 0.30 －

[ha] 達成率 68.5% 30.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値

8,603 14,760 実績値

8,057 － 達成率

No.

 

 ( S31 ～ R2 )

 

 

令和元年度 令和 2 年度

67,647 22,419

61,902 －

No.

 

 ( H21 ～ )

 

 

令和元年度 令和 2 年度

127,409 142,930

62,783 －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 4 4 4 目標値 300 300 300

 ( H26 ～ ) 実績値 5 4 － 実績値 371 388 －

 [回] 達成率 125.0% 100.0% － [人] 達成率 123.7% 129.3% －

 目標値

実績値

達成率

令和元年度 令和 2 年度 目標値

1,943 1,943 実績値

1,909 － 達成率

Ａ

Ａ

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

5

荒廃竹林整備・利活用推進事業

平成 30年度

整備竹林の利用率

森林整備室

　県土の保全及び竹資源の有効活用を図るた
め、管理放棄された荒廃竹林を広葉樹林に転換
するとともに、竹材・タケノコ生産地として持
続的管理が見込める竹林の再生、竹チップ・竹
炭等の利活用を推進する。

広葉樹林への転換面積 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　荒廃竹林で間伐等を実施することにより、タケノコ・竹材の生産が可能な優良
竹林への転換が進んでおり、資源の有効活用を図ることができている。
　引き続き市町村と連携し、所有者等による優良竹林化や広葉樹林化の取組を支
援し、荒廃竹林の解消を図る。区分

①伐竹整備、簡易作業路開設
　に要する経費の補助
　　　　　　　   　　6,213
②荒廃竹林の広葉樹林化に要
　する経費の補助
　　　　　　　　　　 2,036

予算 41,935

予算 9,339

決算 8,012

生産竹林整備面積

決算 41,935

河川課

　台風による越波や飛沫等による海岸保全施設
の被害や海岸沿い道路の通行止めを防ぐため、
護岸工などの海岸環境整備事業を実施する。

区分

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額

6

(公)海岸環境整備事業

平成 30年度

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額

7

（公）港湾環境整備事業

平成 30年度

予算 114,352

決算 69,114

1,917

決算 1,809

公園・生活排水課

　大分スポーツ公園における里山再生の推進及
び自然環境保全への意識を醸成するため、県民
参加による自然体験活動や里山保全活動を実施
する。

区分

港湾課

　地域住民等が港湾や水辺空間に親しみ、港湾
の賑わい空間の創出を図るため、港湾区域内の
環境を改善し、地域住民等の憩いの場としての
緑地等施設の整備を行う。

区分

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額

8

県営都市公園里山利活用推進事業

平成 30年度

予算

①(公)港湾環境整備事業
　　別府港：緑地等施設整備予定箇所の植栽工事等を実施

　港に賑わいを生み、地域住民等が港湾とふれあう場を提供するため、港湾区域
内の環境整備を進めた。（施設全体の完成時に実績値を計上）
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 （翌年度繰越額　64,626千円）
　○完成目標年度：令和３年度(別府港北浜地区)

主 な 事 業 内 容 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

主 な 事 業 内 容 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

①(公)海岸環境整備事業
　　安岐海岸：浜アクセス箇所に緩傾斜護岸工実施（1基）
　　　　　　　国道213号沿いに飛砂対策工実施（L=820m）

　台風・高潮・波浪による被害を防ぐための海岸保全施設の整備を進めることに
より、地域住民の生命・財産の保全と、海岸に隣接した重要幹線道路の通行の確
保が図られた。また、海岸保全施設の整備により、防護・環境・利用面で調和の
とれた海岸となり、海岸の観光資源としての機能も増進された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （翌年度繰越額　5,745千円）

主 な 事 業 内 容

①県民参加による自然体験活
  動や里山保全活動を実施
                     1,943

体験活動実施回数 体験活動参加者数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　自然観察会や木工クラフト体験、池の清掃活動等実施により、県民参加による
里山再生を推進し、環境保全への意識醸成の機会を提供した。
　ＮＰＯ法人等団体からの提案競技により事業を委託・実施しているが、提案競
技に参加する団体が少ないため、多くの団体から提案がなされるよう、ＰＲ等を
工夫していく。
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事務事業評価 令和元年度実績あ

No.

 

 ( S63 ～ )

 

 

令和元年度 令和 2 年度

625,675 427,518

514,669 －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 60 2,000 70 目標値 1 1 1

 ( H27 ～ ) 実績値 57 2,154 － 実績値 1 － －

 [件] 達成率 95.0% 107.7% － [位] 達成率 100.0% － －

 目標値 29 30 31

実績値 33 34 －

[件] 達成率 113.8% 113.3% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値

113,381 43,410 実績値

109,702 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 2 2 2 目標値 250 250 250

 ( H26 ～ ) 実績値 3 2 － 実績値 350 202 －

 [回] 達成率 150.0% 100.0% － [人] 達成率 140.0% 80.8% －

 目標値 5 5 2

実績値 5 7 －

[件] 達成率 100.0% 140.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値

11,834 24,334 実績値

11,264 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 20 20 20 目標値 90 95 100

 ( H24 ～ ) 実績値 14 50 － 実績値 128 169 －

 [回] 達成率 70.0% 250.0% － [回] 達成率 142.2% 177.9% －

 目標値 3 3 3

実績値 5 4 －

[回] 達成率 166.7% 133.3% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 2 2 2

32,350 19,255 実績値 4 3 －

30,999 － [回] 達成率 200.0% 150.0% －

Ａ

Ｃ

Ａ

予算 847,605

決算 707,070

予算 35,512

決算 33,339

公園・生活排水課

　県営都市公園利用者の安全性、快適性の向上
を図るため施設整備を実施する。また、ライフ
サイクルコスト縮減等を目的に策定した「公園
施設長寿命化計画」に基づき、更新時期を迎え
た公園施設の計画的な更新を実施する。

区分

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額

9

県営都市公園施設整備事業

平成 30年度

自然保護推進室

　「おんせん県おおいた」の重要な資源である
温泉の保全を図るため、継続的にモニタリング
等を実施する。

区分

自然保護推進室

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

10

温泉資源適正利用推進事業

平成 30年度

　ユネスコエコパークに登録された祖母・傾・大崩地
域の環境保全及び自然と共生した地域振興を図るた
め、宮崎県や関係市町と連携し普及啓発等を行う。ま
た、エコパークエリア内の見どころ等を結ぶ周遊ルー
トの設定に取り組む。

国内外のイベント等で情報
発信

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　ラグビーワールドカップ2019大分会場や福岡での展示等のほか、オフィシャル
アーティストDRUM TAOによる情報発信により知名度向上が図られたものの、新型
コロナウイルスの影響で一部セミナー（定員300人）が中止になったため、参加者
数は目標の８割に留まった。
　今後も引き続き効果的な情報発信を行うほか、令和元年度に実施した大分エリ
アを車で巡るおすすめルート設定に続き、エリア全体の周遊ルート設定や県内の
案内看板等の整備を行い、更なる誘客促進を図る。

区分

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

11

祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク推進事業

平成 30年度

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

12

おおいたジオパーク推進事業

平成 30年度

予算 7,696

決算 7,687

ジオガイド養成講座開催 ジオガイドの活動回
数自然保護推進室

　姫島村及び豊後大野市のジオパーク活動を持
続可能なものとするため、ジオパークの魅力を
県内外に発信するとともに、両地域が行う受入
体制の整備等を支援する。

ジオシンポジウム等普及交
流の開催

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　第10回日本ジオパーク全国大会2019おおいた大会では、地元ガイドや観光・商
工等関係者が中心となって新たなジオツアーが企画され、ガイドのスキルアップ
が図られるなど受入環境の整備も進み、来訪者が増加（対前年度850人増）してい
る。
　引き続き、令和３年度の再々認定に向けて、平成29年度再認定審査で指摘され
た、ジオパーク来訪者に対する受入体制整備や調査研究のアウトプット等の改善
に向けた支援を行う。

区分

①第10回日本ジオパーク全国
　大会2019おおいた大会の開
　催
　　　　　　　 　 　17,350
②シンポジウムや県内県外交
　流研修等の開催
　　　　　　　  　　 8,000
③県内の学術的価値の高い地
　域資源（動植物）の悉皆調
　査
　　　　　　　 　 　 7,000

天然記念物緊急調査指導委
員会開催予算 20,000

決算 19,409

主 な 事 業 内 容 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

①(公)県営都市公園長寿命化対策事業
　　大洲総合運動公園・・・テニスコート更新　ほか
　
②県営都市公園施設整備事業
　　大分スポーツ公園・・・ハイブリッド芝育成・張替　ほか

　大洲総合運動公園の施設更新や維持補修を行うとともに、大分スポーツ公園に
て開催されたラグビーワールドカップ２０１９日本大会のため、総合競技場のハ
イブリッド芝導入等の会場整備を実施し、大会成功に寄与した。
　引き続き老朽化した施設の計画的な更新を行うとともに、適切な維持補修を実
施することで、県民にとって安全・快適で身近に親しめるレクリエーションや自
然とのふれあいの場となる空間整備を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （翌年度繰越額　111,003千円）

①温泉資源の適正な利用に向
　けた別府市温泉の現況調査
　　　　　　　 　  107,470
②温泉のモニタリング調査
　　　　　　　 　　  5,911

①ユネスコエコパークを巡る
　周遊ルートの設定
　　　　　　　  　　 4,937
②祖母・傾・大崩ユネスコエ
　コパーク推進協議会への負
　担金
　　　　　　　　  　 3,000
③大分県ユネスコエコパーク
　オフィシャルアーティスト
　を活用した情報発信
　　　　　　　　　   2,598

シンポジウム等普及啓発イ
ベントの開催

シンポジウム参加者
数

源泉位置情報の電子化 源泉数の全国順位

温泉モニタリング源泉数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　別府市温泉現況調査を実施して、2,154源泉のGPS測定を行い、泉源位置情報の
電子化を進めた。また、モニタリング機器を１台設置し、県内34箇所で源泉のモ
ニタリングを実施した。
　令和２年度に温泉現況調査をもとに別府市温泉賦存量調査を行い、温泉保護地
域の見直しを検討していく。
※令和元年度実績は令和２年度末に確定するため、前年度実績で評価
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事務事業評価 令和元年度実績あ

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 3 1 目標値 500 10,000

 ( R1 ～ R3 ) 実績値 2 － 実績値 400 －

 [回] 達成率 66.7% － [人] 達成率 80.0% －

 目標値

実績値

達成率

令和元年度 令和 2 年度 目標値

11,501 41,902 実績値

11,473 － 達成率

Ｃ

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

13

「山の日」記念全国大会開催準備事業

平成 30年度

予算

決算

実行委員会開催回数 記念式典やシンポジウ
ム、関連イベントへの参
加者数自然保護推進室

　山の恵みに感謝するとともに、美しく豊かな
自然を守り、次の世代に引き継ぐため、本県で
開催される第５回「山の日」記念全国大会に向
けた準備を行う。

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　本県で開催する第５回「山の日」記念全国大会に向けて実行委員会を設立し、
大会の開催及び大分の山や自然、温泉等の魅力について、ポスターやチラシ等で
情報発信を開始したが、新型コロナウイルスの影響により、一部イベントが中止
になったため、参加者数は目標を下回った。
　全国大会の開催は１年延期になったため、今後は、大会の成功に向け、自然保
護活動団体や観光事業者など地元関係者や市町等と協働で取組を進める。

区分

①実行委員会の設立・運営
　　　　　　　 　 　10,181
②くじゅう連山登山道の巡視
　・調査
　　　　　　 　　 　 1,320
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